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　はじめに
　教員免許状更新講習では，受講者に対して事前アンケートを実施し，その結果を講習にいか
すこと，また，事後アンケートを実施し，受講者から講習に対する評価を受けることが義務づ
けられている。本学では，事前アソケート1種類，事後アソケート2種類を実施した。事後ア
ンケートのうちの1種類は文科省が定めた形式のものであり，結果は文科省HP上で公表され
ている。
　本稿では，事前アンケートと本学独自の事後アンケートの結果を分析し，今後の講習の充実
のためのひとつの資料としたい。なお，各アソケートの質問内容および回答の単純集計につい
ては本稿末尾の資料をご参照いただきたい。また，回答に未記入等があった場合は分析ごとに
対象から除外してあるため，集計により総数が異なる場合がある。
　事前アンケートの結果の分析
　（1）事前アンケートの概要
　事前アソケートは，5日間の講習に対応する選択式の質問5問と自由記述式の質問1問から
なる。前者の質問は関心の高い領域ないし関心の程度を選択させるものである。以下，選択式
の質問への回答に絞って分析を行う。
　（2）必修領域（講習1～2日目）の分析
　質問①では，「学校を巡る状況変化」を選択した受講者が32人（36％），「子どもの生活の変
化を踏まえた適切な指導の在り方」が38人（43％）と両者で全体の約8割を占めた。これらの
選択肢の共通点は「変化」であり，学校や教師をとりまく「変化」への対応に資する内容が受
講者の大きな関心のひとつとなっていたものと考えられる。
　質問①で「学校を巡る状況変化」を選択した受講者32人のうち13人が質問②で「学習指導要
領改訂等の動向」を選択している。「学習指導要領」は今まさに教師が対応を迫られている課
題である。一方，質問①で「子どもの生活の変化を踏まえた適切な指導の在り方」を選択した
受講者38人のうち17人が質問②で「各種課題に対する組織的対応の在り方」を選択している。
これは，最近の子どもたちへの学校としての対応の難しさを反映した回答であると感じられた。
　（3）選択領域（講習3～5日目）の分析
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　質問③では，「各教科の指導法」について関心が高い領域をたずねているが，「単元や教材を
開発する方法」が38人（43％），「一時間分の授業構成の方法」が20人（23％）と多かった。
「教科の指導法」であるから，「授業作り」に関心が集まるのは当然であるが，「新学習指導要
領の特徴」は9人（10％）となっており，質問②で「学習指導要領」への対応への関心が高か
ったのとは異なる結果となっている。必修領域では概要（例えば学習指導要領の改訂）をつか
み，選択領域ではより具体的，実践的な内容（例えば授業作り）を学びたいと考えた受講者が
多かったのではないか。この意味で，受講者の関心は「概要把握的な関心」と「実践的力量形
成についての関心」の二つに分かれていたとも考えられる。
　講習3～5日目は，関心領域に応じてクラスを選択する方法をとった。4日目の講習（「学
校場面におけるカウンセリング」と「子ども理解と子どもの成長支援」）では，関心の程度が
「非常に高い」が36人（42％），「ある程度高い」が44人（52％），5日目の講習（最新の学問動
向や授業中の教師の実践的思考）では，「非常に高い」が33人（39％），「ある程度高い」が40
人（47％）であり，受講者のほとんどが一定程度の関心を持っていると回答している。また，
選択したクラスによる関心の程度に差は見られなかった。
　多くの受講者が講習に関心を持っていたことはよろこばしいことではあるが，選択したクラ
スによる関心の差が見られなかったこと，受講者が講習初日，非常に緊張した面持ちであった
ことなどを考え合わせると，受講者が万が一にでも「不認定」とならないようにという思いを
抱えて受講せざるを得なかったために，講習に対して「非常に関心がある」という，いわば
「社会的望ましさ」に引き寄せられた回答を行った可能性も考えられた。
事後アンケートの結果の分析
　（1）事後アンケートの概要
　事後アソケートは，講習への評価に関する質問，講習の申込等に関する質問，明治大学リバ
ティアカデミーに関する質問から構成される。本稿では，このうち，前二者を中心に検討する。
　（2）講習への評価に関する分析
　質問①～③への回答を5点満点に換算し（たと
えば，質問①であれば，「非常に有意義であった」
を5点，「ある程度有意義であった」を4点，「ど
ちらともいえない」を3点，「あまり有意義では
なかった」を2点，「まったく有意義でなかった」
表1　質問①～③の回答の得点
平均
講習は有意義だったか？ 3．34
2学期の授業が待ち遠しいか？ 2．35
新しい学問から触発されたか？ 3．20
を1点とした。），各質問の平均値を求めたところ表1のようになった。これを見ると，受講者
は講習が比較的，有意義だったと感じ，また，学問的な刺激を受けたと感じていたと思われる。
　一方，2学期の授業への期待は高まらなかったと思われる。本学の講習では「2学期の授業
が待ち遠しい」と感じられるような講習を目指したが，アンケートの結果にはそのことは表れ
一30一
ていなかった。この点については，来年度以降の課題となろう。
　次に，これら3つの質問問の相関　　　　　　　　　表2　質問①～③の相関
係数（相関係数は一1～＋1の値を
とり，絶対値が大きくなるほど関連
性が強くなる）を求めたところ，表
2のようになった。「講習の意義」
と「新しい学問からの触発」の関連性がかなり高く，2学期の授業への期待との関連性はいず
れも中程度であった。
　受講者にとって，「学問的な刺激を受けること」と「講習の意義」は密接に関連しているこ
とがうかがえた。本年度の講習は，本学が2006年度に採択された教員養成GPにおける「授業
を支える力量形成セミナー」の方向性をいかす形でデザ・イソされた。講習内容に工夫を凝らす
という方向性はある程度，評価を受けたものと思われる。ただし，次年度以降も講習内容をよ
り受講者のニーズに合わせたものに修正していくことは必要であろう。
　（3）講習の申込等に関する分析
　質問⑦について，「明治大学の講習を知った経緯」別に質問①の得点，すなわち「講習の意
義」についての得点を比較したところ，「教育委員会からの案内」で講習を知った受講者は
2．88点，そうでない受講者は3．39点であり，後者の方が得点が高かった。ここで仮に「教育委
員会からの案内」で受け身的に講習を知った受講老の動機づけが，他のルートで講習を知った
受講者よりも低いと仮定すると，更新講習が受講者に意義あるものとなるためには，「講習へ
の動機づけ」をいかにして高めるかが重要となると予測できる。
　質問⑧について，「明治大学を選んだ理由」別に質問①の得点（「講習の意義」）を比較した
ところ，「講習プログラムに興味があるから」を選んだ受講者は3．52点，そうでない受講者は
3．28点であり，前者の方が得点が高かった。また，質問⑨について，「講習を選ぶ際に重視す
ること」別に質問①の得点（「講習の意義」）を比較したところ，「講習プログラム」を選んだ
受講者は3．44点，そうでない受講者は3．18点であり，前者の方が得点が高かった。「講習プロ
グラム」，すなわち，「講習で何が学べるか」に関心が高い受講者は講習に意義を感じる傾向に
あると考えられる。
　（4）事後アンケートのまとめ
　以上の分析から，本学の来年度以降の講習の充実のためには，「講習への動機づけをいかに
高めるか」，「講習プログラムをいかに充実させるか」，「新しい学問からの触発の機会をいかに
設けるか」が鍵となるものと思われる。当日の「講習プログラム」を充実させることはもとよ
り，事前の広報段階から「講習プログラム」の具体的な内容が受講者によく伝わるように工夫
すること，また，魅力ある「新しい学問からの触発の機会」を設定することが重要であろう。
2学期の授業が
ﾒち遠しいか？
新しい学問から
G発されたか？
講習は有意義だ
ﾁたか？ 0．44 0．62
2学期の授業が
ﾒち遠しいか？ 一 0．47
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（資料1）2009年度明治大学教員免許状更新講習事前アンケート集計表
①8月3日（月）は「教職に
ついての省察」と「子どもの
変化についての理解」を扱い
ます。これらの中で比較的関
心の高いものに1つOをお付
けください。
②8月4日（火）は「教育政策の動向につ
いての理解」と「学校の内外における連携
協力についての理解」を扱います。これら
の中で比較的関心の高いものに1つ○をお
付けください。
③8月5日（水）は各教
科の指導法を扱います。
（クラス名5A　5B　5C
5D　5E一選択されるク
ラスを○で囲んでくださ
い）これらの中で比較的関心の高いものに1つ○をお付けください。
④8月6日（木）は「学校場面におけるカウンセ
リング」や「子ども理解と子どもの成長支援」を
扱います。（クラス名6A　6B一選択されるクラ
スを○で囲んでください）お選びになったクラス
のテーマへの関心は，どの程度ですか。いずれか
に○をお付けください。
⑤8月7日（金）は最新の学問動向や授業中
の教師の実践的な思考を扱います。（クラス
名7A　7B　7C一選択されるクラスを○で囲
んでください）お選びになったクラスのテー
マへの関心は，どの程度ですか。いずれかに
○をお付けください。
⑥講習を通じて，特に取り上げてほしいテーマがありましたら，お知らせください。また，講
習に関するご質問・ご要望がありましたら，自由にお書きください。（回答略）
選　択　肢 人数 割合
学校を巡る状況変化 32 36％
専門職たる教員の役割 7 8％
子どもの発達に関する課題 12 13％
子どもの生活の変化を踏まえた適切な指導の在り方 38 43％? 89 100％
選　択　肢 人数 割合
学習指導要領改訂等の動向 25 28％
その他教育改革の動向 16 18％
各種課題に対する組織的対応の在り方 31 35％
学校における危機管理上の課題 17 19％
計 89 100％
選　択　肢 5A5B5C5D5E計 割合
単元や教材を開発する方法 5 7 14 5 7 38 43％
授業中の教師の行為と判断 2 4 8 0 1 15 17％
一時間分の授業構成の方法 5 4 11 0 0 20 22％
新学習指導要領の特微 1 1 4 0 3 9 10％
教科教育の基礎的な理論（学
K論，教科教育の思想・歴史）
0 0 4 1 2 7 8％
計 13 16 41 6 13 89 100％
選　択　肢 6A6B計 割合
非常に高い 22 14 36 42％
ある程度高い 17 27 44 52％
どちらともいえない 1 3 4 5％
あまり高くない 0 0 0 0％
まったくない 1 0 1 1％
計 41 44 85100％
選　択　肢 7A7B7C計 割合
非常に高い 12 3 18 33 39％
ある程度高い 13 6 21 40 47％
どちらともいえない 6 2 2 10 12％
あまり高くない 1 0 0 1 1％
まったくない 1 0 0 1 1％
計 33 11 41 85100％
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（資料2）2009年度明治大学教員免許状更新講習事後アンケート集計表
①講習は，教師としての自分自身や自分と生
徒との関わりを振り返る点で有意義でしたか。
②講習を受講する前に比べて，
期の授業が待ち遠しくなりましたか。
③今回の講習を通じて，新しい学問の展開
から触発されたと感じますか。
④選択領域（講習3～5日
目）で扱う内容について，
今後講習に含めたほうが良
い，あるいは充実させた方
がよいと思われる番号に3
つまで○をしてください。
選　択　肢 人数 割合自身
ﾓ義でしたか。 非常に有意義だった
37 42％
ある程度有意義だった 45 51％
どちらともいえない 5 6％
あまり有意義ではなかった 1 1％
まったく有意i義ではなかった 0 0％
計 88 100％
選　択　肢 人数 割合　2学
ｽか。 非常に待ち遠しくなった
7 8％
少し待ち遠しくなった 31 35％
どちらともいえない 38 43％
待ち遠しくなったとはあまり言えない 10 11％
待ち遠しくなったとは全く言えない 2 2％
計 88 100％
・学問の 選　択　肢 人数 割合
非常に触発された 32 36％
少し触発された 45 51％
どちらともいえない 8 9％
あまり触発されたとは言えない 3 3％
まったく触発されなかった 0 0％
計 88 100％
選　　択　　肢 人数
各教科の指導法（3日目で扱った内容） 46
生活指導 28
最新の学問動向（5日目で扱った内容） 27
学校カウンセリング（4日目で扱った内容） 25
特別支援教育（4日目で扱った内容） 19
教材開発・単元開発の実習（2～3日） 16
教科を特定しない授業作りの方法
i授業中における子どもの見方，総合的学習の時間など）
15
進i路指導・キャリアガイダンス，特別活動 13
図書館を利用した教材開発の方法 11
教育の思想や歴史 9
道徳の指導法 9
公民館や博物館など社会教育施設と学校との連携 8
教育の社会学（家族論，ジェンダーと教育を含む） 8
小学校の教員を主たる対象者とする講習 7
教育行財政・教育法 6
教師文化を育てる方法（校内研究会の組織など） 1
⑤今回受講された選択領域
（講習3～5日目）のクラス
の中で，時間数を減らしても
良いと思われるものはありま
したか。
⑥講習3日目は各教科の指導法を扱いました。理科と数学な
ど，複数の教科について教科教育の講習を受けることができ
れば，受けたいと思いますか。
回　　　答 人数
最新の学問動向（5日目で扱った内容） 12
カウソセリソグと特別支援教育（4日目で扱った内容） 9
各教科の指導法（3日目で扱った内容） 5
その他 51
無回答 2
回　　答 人数
轤ﾌ講習を受けることができ
受けたいと思う 20
受けたいと思わない 27
その他 41
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⑦どうやって明治大学の講習を知りましたか？
番号すべてに○をしてください。
⑧なぜ明治大学を選ばれたのですか？
番号を3つまで○をしてください。
該当する
⑨あなたが講習を選ぶ際に重要視することはなんですか？
する番号を3つまでOをしてください。
⑩あなたが講習を申し込む際に，一番好む方
法は何ですか？　該当する番号に1つだけ○
をしてください。
⑪～⑬　省略
⑭あなたが講習を受講する場合，受講しやすい形態は
何ですか？　該当する番号に1つだけ○をしてくださ
い。
⑮あなたが講習を受講する場合，受講しやすい日程はいつですか？
該当する番号に3つまで○をしてください。
該当する 選択肢 人数ダイレクトメール 37
明治大学HP 36
文部科学省HP 15
教育委員会からの案内 8
ロコミ 2
雑誌 0
電車の中吊り 0
? 選　択　肢 人数
卒業した大学だから 52
講習日の都合がよかったから 47
自宅が近いから 25
講習プログラムに興味があるから 23
会場がよいから 14
勤務地が近いから 5
なんとなく 4
友人にすすめられたから 1
上司にすすめられたから 0
んですか？　該当 選　択　肢 人数
講習プログラム 54
開催場所 47
講習実施日程 44
卒業した大学 37
講師 15
受講料 11
申込受付期間 9
大学イメージ 7
受講決定方法 5
申込方法 4
受講決定時期 2
修了認定の時期 1
選　択　肢 人数 割合
イソターネット（WEB上） 27 31％
郵送 56 64％
FAX 1 1％
直接窓口で申込 2 2％
その他 1 1％
計 87 100％
選　択　肢 人数 割合彩
ｭださ 夏休み集中5日間 64 74％
土日開講 15 17％
冬休み集中5日間 4 5％
その他 3 3％
計 86 100％
・日程はいつで 選択肢 人数
8月上旬 64
7月下旬 19
8月中旬 19
土曜 17
日曜 12
8月下旬 8
その他 3
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